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ア ル フ レ ッ ド ・シ ス レ ー(1839-1899)の 《森

へ行 く女 たち》(fig.1)は 早 い 時期 に 日本 に もた ら

された 。最 初 に《森 へ行 く女 た ち》を所 有 したの は、

塩 原 又 策(1877-1955） で あ る1)。塩 原 は三 共 株

式 会社(現 、 第一 三 共株 式会 社)の 創 業者 で、美

術 愛好 家 と して 日仏 芸術 社 を支援 して い た。1924

(大 正13)年 に黒 田鵬 心(1885－1967)が フ ラ ン

ス 人 画 商 エ ル マ ン ・デ ル ス ニ ス(Hermand

d'CElsnitz、生 没 年不 詳)と 一緒 に 日仏 芸術 社 を設

立 した とき、塩 原 の好 意 に よ り、 事務 所 を 日本橋

室 町 にあ った 三 共 ビル5階 に置 くこ とに な っ た。

そ の一 年 後 に は 日仏 芸 術 社 の事 務 所 を同 ビル の6

階 に移 し、 同 階 に 日仏 ギ ャラ リー を開 い た。 そ こ

で デル スニ ス は多 くの作 品 を販 売 して お り、 この

シ ス レーの 作 品 もそ の一 点 と して 日本 に もた らさ

れ た。 日仏 ギ ャ ラ リーで展 示 され てい た この作 品

を塩 原が購 入 したの は、1925(大 正14)年 の こ と2)。

塩 原 は西 洋絵 画 、骨 董 と もに多数 所有 して い た と

考 え られて い るが 、そ の コ レク シ ョンは戦後 しば

ら くして会社 の経営 状 況 が悪 化 した こ とに と もな

い、 散逸 して しまっ た。 この シ ス レー作 品 は石橋

正二 郎 に よ って購 入 され、1952年 に開館 した ブ リ

ヂ ス トン美術館 で公 開 された。

シス レーが 印象 派 の画 家 と して活 動 す る以前 の

作 品が 日本 に もた ら され て い た こ とは、 フ ラ ンス

人研 究 者 に とっ て も驚 きだ っ た に違 い な い。 その

こ とは、1958年 に石 橋 コ レク シ ョ ンを紹 介 したベ

ル ナー ル ・ドリヴ ァルの発 言か ら も垣 間見 られ る。

「[ブリヂ ス トン美術 館]の 作 品の おか げで 、我 々

は よ くこの[印 象 派 の]運 動 の 精神 とそ の発展 の

経 緯 とを理 解 出 来 るの であ った。 印象 派 とそ れ に
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先 立 つ写 実主 義 の係 累 関係 は、二 つの優 れ た作 品、

即 ち、 シス レーの 『村 の道 』 と、 ピサ ロの 『ブー

ジ ヴ ァルの セ ーヌ河 』 に よ って、 は っ き り知 る こ

とが 出来 る。 前 者 は印象 派 が ミ レー や クー ルベ に

負 う とこ ろ甚 だ多 きを示 し、 後者 は コロー の影 響

の深 さを表 す。 大体1870年 以前 の印象 派 の作 品 は

珍 しい もの なの だが、 この美 術館 に於 い て、 この

二枚 の 、 しか も優 秀 な作 品 を見 出 した こ とは、 ま

こ とに仕合 わせ なこ と と云 わな くては な らない」3)。

フ ォ ンテ ーヌ ブ ローの森

フ ォ ンテ ー ヌ ブロ ーの森 の ガイ ドブ ックが初 め

て刊 行 された の は1820年 。 そ の著 者 シ ャル ル ・レ

マ ール は、 本 を販 売す るた め に1794年 にパ リか ら

フ ォンテ ーヌ ブ ロー にや って きて 、1813年 に は宮

殿 の司書 職 に就 いて いた 。 この ガ イ ドブ ッ クは森

の ピ トレス クな魅 力 を伝 え る もの だ ったが 、 中心

は宮 殿 の歴 史 や建 築 の説 明 に あ った。 つ ま りこの

ガイ ドブ ックで は宮殿 が 最大 の観光 ス ポ ッ トとさ

れ てい た。 そ れか ら十 数 年後 、森 そ の もの に注 目

す るガ イ ドブ ックが刊行 され る。

1837年 に エ テ ィエ ンヌ ・ジ ャナ ンに よる ガ イ ド

ブ ック『フ ォンテーヌ ブローの森で の四つの散 歩道』

が刊 行 され、森 の す ば ら しさが 述べ られ た。 これ

よ り前 に刊 行 され て いた ガ イ ドブ ックで は森 の な

か の宮殿 や そ の庭 園 に興 味 が向 け られ て いた が、

ここで 主役 とな って い るの は森 そ の もの であ る。

この ガ イ ドブ ックで は、在 野 の詩 人 ア レク シス ・

デ ュ ラ ンの詩 に イ ンス ピ レー シ ョンを受 けつ つ、

フ ォンテ ーヌ ブ ロー の森 の歴 史 や ピ トレス クな場

所 につ いて言 及 してい る。ジ ャナ ンに よる と、人 の

手 の加 わ って い ない フ ォ ンテ ーヌ ブ ロー の森 に吹

く風 、滝 の音 、小 鳥 の さえず り、カラスの 鳴 き声 、羊

飼 いの楽 しげ な歌声 を楽 しむ ことがで きる とい う。

つ ま り、都 市 か ら訪 れた 人 び とは、森 の なか で心

の安 らぎを得 る ことが で きる とい うわけで ある。

この ガ イ ドブ ックか ら影響 を受 けた森 の 番 人 ク

ロー ド＝フラ ンソ ワ ・ドゥヌク ール は、1839年 に、

旅行 者 や芸 術 家 のた め に、 お薦 め の景観 と名所 の

記 され た森 の 地 図 を刊 行 した。 そ の地 図 は好 評 の

た め に次 々 と版 を重 ね、 最 終 的 には第18版 まで刊

行 された 。版 を重 ね る につ れ、 地 図 には 次 々 と新

たな情 報 が加 わ った。1844年 版 の 地図 にはバ ル ビ

ゾ ンや シ ャイ イ、マ ル ロ ッ トな どの村 も きちん と
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記 され る よ うに な り、1856年 版 の 地 図 には鉄 道 の

線 路 も通 って い る。 フ ォ ンテー ヌブ ロ ーの森 の 周

囲 には い くつ もの村 が あ る。 北 に はブ ロ ール、 南

に はマ ル ロ ッ ト、 ル ク ローズ 、 モ ンテ ィニ ー、 西

に は シ ャイ イ、 バ ル ビ ゾ ンな どが あ り、パ リ市 民

は、 週 末 にな る と、 フ ォ ンテー ヌ ブ ローの森 に近

い それ らの村 に滞 在す る よ うにな った。

パ リ に住 む画家 た ちの 間 で も、 す で に19世 紀 の

前半 か ら、 フォ ンテ ーヌ ブ ロー の森 の美 しさが 評

判 に なっ てい た。 この森 で制作 を して い たバ ル ビ

ゾ ン派 の画家 たち は、1860年 代か ら1870年 代 にか け

て、 評価 を確 立 しつ つあ った。パ リでバ ル ビゾ ン

派 の作 品 を見 て感 銘 を受 け た若 い画 家 た ちに とっ

て、 フ ォンテ ーヌ ブ ロー の森 は主 要 な モ テ ィー フ

とな り、バ ル ビゾ ン村 は聖 地の ような存 在 になった。

1860年 代 以 降 にな る と、 シス レー 、 ピエ ー ル＝

オ ーギ ュ ス ト ・ル ノワ ール 、 クロ ー ド ・モ ネ、 フ

レデ リ ック ・バ ジー ル な ど、 の ち に印象派 と呼 ば

れ る ように な る若 い画 家 た ちが、 バ ル ビゾ ンや マ

ル ロ ッ トな どフ ォ ンテ ー ヌ ブロ ーの森 周 辺へ 頻繁

に足 を運 ぶ ように な った。 この時 期 の彼 らの風景

画 には、 バ ル ビゾ ン派 か らの影 響 が色 濃 くあ らわ

れて い る。彼 らが好 んで描 い た のは 、森 や その周

囲の村 だ った。 固有 色 を用 い て描 か れ た木 々 は、

厚 塗 りに仕 上 げ られ てい る。 そ れぞ れ のモ テ ィー

フ は明確 な輪郭 線 を もって描 か れ、 安定 した構 図

の 中に配 置 されて い る。

彼 らの なかで も最 初 に フォ ンテー ヌ ブ ローの 森

を訪 れ たの は、 シス レー だ と思 われ る。 イギ リス

人 の両親 の も とに生 まれ た シス レーは 、実業 家 と

しての勉 強 をす るた め、18歳 の ときに ロ ン ドンに

送 られ た。 ロ ン ドンで は本 来の 学業 よ り も、 タ ー

ナ ーや カ ンス タブル な どの イギ リスの風 景 画 に興

味 を持 つ こ とに な った。 そ して1861年 にパ リに戻

る と、 す ぐに フォ ンテ ーヌ ブ ロー の森 を訪 れ た。

バ ル ビ ゾ ンの ガ ンヌの宿 屋 の宿 泊 帳 に は 「シス レ

ー
、22歳 」 と記 され てい る。 この時 期 のバ ル ビゾ

ンに は、 ミレーや ル ソー に よ りす で に芸術 家 の コ

ロニ ーが で きて お り、 シス レーは コ ロー の作 品 に

深 く感 銘 を受 けて い た。1862年 、 ス イス人 画家 シ

ャル ル ・グ レー ルの 主宰 す る画 塾 に入 った シス レ

ー は
、 そ こで モ ネ、 ル ノ ワー ル、バ ジー ル と知 り

合 い、 親 交 を深 め た。彼 らは、 パ リ郊 外 の フ ォ ン

テー ヌ ブ ローの 森 を訪 れ、 森 の周 囲 に位 置す る小

さ な村 シ ャイ イ、バ ル ビゾ ン、マ ル ロ ッ トの安価

な宿 に泊 ま り、戸 外 で の風 景画 制作 に取 り組 ん だ。

同世代 の仲 間 たち とと もに制作 す る こ とで 、新 た

な方 向性 が生 み 出 された。 フ ォ ンテ ー ヌブ ロ ーの

森 の す ば ら しさ を仲 間た ち に伝 えた の は、 おそ ら
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くシス レーだ っ たの だ ろ う。1862年 も し くは1863

年 には、 シス レー とル ノワー ル は フ ォ ンテ ー ヌブ

ロー の森 を散 策 し、風景 画 の習作 を描 い た。

森の生活

《森 へ 行 く女 た ち》 に描 か れ て い る の は、 フ ォ

ンテー ヌ ブロ ーの森 の 南端 、 ロ ワ ン川沿 い の小 さ

な村 マル ロ ッ トで あ る4)。この村 の 魅力 につ い て、

ドゥヌ クー ル の1855年 の案 内書 には 次の よ うに書

いて あ る。

「マ ル ロ ッ トとい う小 集 落 は、バ ル ビ ゾ ン と同

様 に フ ォンテ ーヌ ブ ロー の森 の はず れ に隣接 して

い るが、 さ らに絵 に なる ような場 所 に位 置 し、 ア

プ ルモ ン渓 谷 とブ レオー低 地 に優 る と も劣 らぬ 素

晴 ら しい景 観 の隣 に あ る。 こ こ もまた画 家 た ちの

コロニ ー、 毎年 い っ そ う増 大 す る コ ロニー に な っ

て い る。 著 名 なお客 が そ こに滞在 の しる しを残 し

た ときに、 す な わちバ ル ビゾ ンにお ける よ うに、

彼 らに よって そ の仮宿 、宿 屋 の 名が 上 が った とき

に、 わ れ われ はバ ル ビゾ ンにつ い て語 っ た よ うに

マ ル ロ ッ トにつ いて 語 ろ う。 しか し、画 家 た ちの

宿 屋 と して は、 マ ル ロ ッ トはバ ル ビゾ ンの高 み に

達 して い ない。 マ ル ロ ッ トには ガ ンヌの 家が ない

のだ。 さ しあ た りは、親 愛 なる読 者 よ、 サ ッコー

の家 とア ン トニー の家 をお教 え しよ う。 ふ たつ の

内の よ り良 い方 を選 んで い ただ きたい。 私 は と言

え ば、 この 点 に関 しては不 完 全 な情 報 しか ない の

で、 どち らが 良い か は知 らない」。

マ ル ロ ッ トに はサ ッコーの宿 屋 とア ン トニ ーの

宿 屋 が あ った が、芸 術 家 た ち を魅 了 したの は後 者

だ った。1850年 頃 に小 説家 ア ン リ ・ミュル ジ ェが

マ ル ロ ッ トを訪れ た。 ミュ ル ジェ は、パ リの カル

テ ィエ ・ラ タ ンの 貧 しい芸 術 家 た ちの友 情 と恋 愛

をテー マ に した小 説 『ボエ ーム の情 景』 をち ょう

ど発 表 した ばか りだっ た （なお この小 説 は プ ッチ

ー ニ の歌 劇 『ラ ・ボ エ ー ム』 の原 作 で あ る）
。 ミ

ュ ル ジ ェが滞 在 してい た1850年 代 、 マ ル ロ ッ トに

は画 家 の ジ ュー ル ・ブ ル トンや 文学 者 の ゴ ンク ー

ル兄 弟 も訪 れ て い た。安 価 な宿 屋 である こ とが若

い芸 術 家 た ち を惹 きつ け る要 因 だっ た。 ア ン トニ

ー 親父 の 酒場 兼宿 屋 は、 の ち に夫 人で あ る ア ン ト

ニ ー小 母 さんが経 営 す る こ とに なる。 シス レー も

この宿屋 に宿 泊 した ことが ある。

1866年2月 、シス レー は、ル ノ ワール とジ ュー ル ・

ル ・クー ル と と もに フ ォンテ ーヌ ブ ロー の森 で制

作 した。 ル ・クー ルは1865年 にマ ル ロ ッ トに家 を

構 えて お り、 この と き3人 は ル ・クー ル の 家 に滞

在 した ようで ある5)。



フ ォ ンテ ーヌ ブ ローの 森 で制作 した 画家 た ち は

風景 画 を手 が け る こ と も多 か った が、 シ ス レー の

《森 へ 行 く女 た ち》 に は村 の生 活 の 一 場 面 が描 か

れ て い る。画 面 中央 に描 か れ た女性 た ちは、 これ

か ら森 に薪 を拾 い に行 くところ と考 え られ る。

この当 時 、 フ ォンテ ー ヌブ ロ ーの森 は国王 の領

地 だ っ た。12世 紀 の フィ リ ップ二 世 がバ ・ブ レオ

ーの森 を手 に入 れ て 自 らの狩 猟場 と して、16世 紀

の フ ラ ンソワ一 世 が フ ォ ンテ ー ヌ ブロ ーの森 の な

か に宮殿 を整備 して以 降 、19世 紀 の ナ ポ レオ ン三

世 まで の歴 代 の 国王が 宮殿 とそ の周 囲 の森 を管 理

しつ づ け た。 フ ォ ンテー ヌ ブ ローの 森 は王 家 の管

理下 に置 かれ て いた た め、森 の なか に許 可 な く立

ち入 り狩猟 す る者 は密 猟 者 と して罰 せ られ る運 命

にあ った。密猟 者 を取 り締 ま るため 、森 の番 人 は、

肩 か らラ ッパ をか け、森 の なか の見 まわ りを して

い た。 基本 的 に森 は禁猟 地 だ った 。森 の周 囲 に住

む人 び とで あ って も、森 の な かで 狩猟 した り、森

の木 を切 り倒 した り、許 可 な く森 を馬 車 で横 切 っ

た りして はな らなか った。 農 民 た ちが利 用す る こ

とが 可能 だ っ たの は、村 落 共 同体 の 共 同地 となっ

てい る一帯 の み だった 。

シ ャイ イ＝ア ン＝ビエ ール に住 む村 人 た ちに フ ォ

ンテ ー ヌ ブ ロ ー の森 の利 用 が 許 可 され たの は、

1665年 の こ とだ った。 この年 に制 定 された法 律 に

よって 、農 民 た ちは、 国王 が 用 い るの とは異 な る

入 口か ら森 に入 り、 そ こで家 畜 を放 牧 し、 薪 を拾

う ことが可 能 に な った。 とはい う もの の、 森 の完

全 に 自由 な利 用 が認 め られ た わけ で は ない。森 で

の 羊 と山羊 の放 牧、 お よび、4月 なか ばか ら6月 な

か ば まで の放 牧 は禁 止 され て いた 。森 の なか で拾

って 良い の は、枯 れ て乾 燥 してい る小 枝 の みで 、

6月 なか ばか ら翌 年4月 なか ば にか け ての 時期 に限

られ て いた。 もち ろ んの こ と、枝 を切 るた め に道

具 を用 い て もい けなか った。

い ささか 逆説 的 で はあ るが 、禁 止 されて い た と

い う こ とは、常 日頃 この ような こ とが行 われ てい

た こ と を意 味 してい るの だ ろ う。森 の周 囲 に住 む

人 び とに とって、 森 は彼 らの生 活 に不可 欠 な存 在

だ っ た。 そ して その ような農 村 の習 慣 をシス レー

は描 き とめ たの であ る。

1866年 の サ ロ ン

1860年 代 の シ ス レー は、 同時代 の若 い画 家 た ち

と同 じよ うに、 サ ロ ン(官 展)へ の入 選 を 目指 し

てお り、1866年 のサ ロ ンに2点 の 絵 画 を 出品 し、

初 入選 を果 た した。 サ ロ ンの カ タ ログ には シ ャル

ル ・グ レー ルの 弟子 と して登録 、 住所 はパ リの モ

ンセ通 り15番 地 にな って い る(こ こは両 親 が1866

年 か ら67年 まで 暮 ら して い た住 所)。 カ タ ロ グ番

号1785番 に 「森 へ 行 く女 た ち、 風 景(Femmes

allant　au　bois;paysage)」 、1786番 に 「マ ル ロ ッ トの

道 、 フ ォンテ ーヌ ブロ ー近郊(Une　 rue　de　Marlotte;

environs　de　Fontainebleau)」 が 記載 されて い る。 前

者 はブ リヂ ス トン美術 館 が所 蔵 して い る 《森 へ行

く女 た ち》 であ り、 後者 はア メ リカ の オル ブ ライ

ト＝ノ ックス 美 術館 が所 蔵 してい る 《マ ル ロ ッ ト

の村 の道》(fig.2、1866年)で ある。

19世 紀 なか ば は フ ラ ンス の美 術 制度 に とって 大

きな変化 の 時期 で あ る。1863年 には落 選 者展 が 開

催 され 、エ ドゥアー ル ・マ ネの 《オ ラ ン ピア》 が

物 議 を醸 した。1866年 のサ ロ ンに は、 クー ルベ と

マ ネだ け で はな く、 の ちに 「印象 派 」 と呼 ば れ る

こ とにな る若 い画 家 た ちが作 品 を出品 してい た6)。

クー ルベ は《女 とオウム》(メ トロポ リタ ン美 術館)

と 《プ レジ ール＝フ ォ ンテ ー ヌ の小 川 にあ る鹿 の

隠れ場 》(オ ル セー美術 館)を 、マ ネ は 《笛 吹 きの

少 年》(オ ルセ ー美術館)と 《悲劇役 者(ハ ム レッ

トに扮 す るル ヴ ィエー ル)(ワ シ ン トン、 ナシ ョナ

ル ・ギ ャ ラ リー)を 出品 した。 の ち に 「印 象 派 」

と呼 ば れ る こ とにな る若 い画 家 た ち も1866年 のサ

ロ ンへ の挑 戦 を して い た。 シス レー は 《森 へ行 く

女 た ち》 と 《マ ル ロ ッ トの村 の 道》、 ポ ー ル ・セ

ザ ンヌ は《ア ン トニ ー ・ヴ ァラブ レー クの 肖像》(ワ

シ ン トン、 ナ シ ョナ ル ・ギ ャ ラ リー)を 含 む作 品

2点 、 ル ノ ワ ー ル は人 物 画 と風 景 画(い ず れ も現

存 せ ず)、 ベ ル ト ・モ リゾ は 《ノ ル マ ンデ ィ ーの

藁葺 きの小 屋 》（個 人蔵 ）と 《ベ ルモ ンデ ィエ ール》

(現存 せ ず)、 モ ネ は 《フ ォ ンテ ーヌ ブ ロー の森 》

と《緑 衣 の カ ミー ユ》(ブ レー メ ン、ク ンス トハ レ)、

エ ドガ ー ・ドガは 《障 害競 馬― 落 馬 した騎 手 》、

バ ジー ルは魚 の静 物画 と 《ピア ノを弾 く少女 》(現

存 せ ず)を サ ロ ンの審査 に送 った。

fig.2

アル フ レ ッ ド・シス レ ー 《マ ル ロ ッ トの 村 の 道 》

1866年 、 オ ル ブ ラ イ ト＝ノ ッ クス 美 術 館
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この年のサ ロンで成功 を収 めたのは、《女 とオウム》

と 《プ レジ ール＝フ ォンテー ヌの小 川 にあ る鹿 の隠

れ場 》の2点 が入選 した クールベ だった。 反対 にマネ

とセザ ンヌ は落選 に終 わった。バ ジー ル とル ノワー

ルは大 作 が 落選 した代 わ りに小 品 は入 選 した もの

の、この こ とに不満 を抱 い た。モ ネ、モ リゾ、ドガ、

シス レーは入 選 を果 た したが 、彼 らの 中で話 題 と

なった のは モネの 《緑衣 の カ ミーユ 》 だっ た。

若 い画 家 た ちの ほ とん どは、1866年 以前 にす で

にサ ロ ンで の入 選 を果 た して お り、 シス レーの サ

ロ ンでの デ ビュー は遅 か った と言 える。 サ ロ ンへ

の入選 を望 ん だ シス レーが 、 バ ル ビゾ ン派 の作 品

を連 想 させ る2作 品 を 出品 した こ とに は、 い くつ

か の理 由が挙 げ られ る だろ う。

ひ とつ に は、 シス レー 自身 がバ ル ビゾ ン派 の 画

家 た ち を敬 愛 して い た こ とが あ る。1903年 にベ ル

ネー ム＝ジ ュヌ 画廊 で の個 展 へ の序 文 を寄 せ た批

評 家 ア ドル フ ・タヴ ェル ニエ は、 シス レー の1892

年 の 手紙 を紹 介 して い る。「作 品 には い つ もお気

に入 りの箇 所 が あ る。そ れ が コ ローや ヨ ンキ ン ト

の魅 力 の ひ とつ に なって い る」「私 の好 きな画 家 は

誰 だ ろ う?同 時代 の 画家 に限定 す る な らば、 ドラ

クロ ワ、 コ ロー、 ミ レー、 ル ソー 、 クー ルベ とい

った巨 匠 た ち にな る。彼 らは み な 自然 を愛 し、 自

然 を深 く感 じてい た」7)とい った発 言 か ら、 シス レ
ーが バ ル ビ ゾ ン派 の画 家 た ち を好 んで い た こ とが

分か る。バ ル ビ ゾ ン派 の画家 た ちが1860年 代 以降 、

評価 を確 立 す る よ うに なっ た こ と も見 過 ごす わ け

に はいか な い。

もうひ とつ に は、 この 時期 、バ ル ビゾ ン派 の画

家 た ちの評 価 が高 まっ てい た こ とがあ る。 す で に

述べ た 通 り、 バ ル ビゾ ン派 の 画家 た ち は、1860年

代 か ら1870年 代 にか けて 、評 価 を確 立 しつ つ あ っ

た。 た とえ ばテ オ ドー ル ・ル ソー は1867年 の万 国

博 覧 会 の 美 術 展 の審 査 委 員 長 に 任 命 され て い た

し、 ジ ャ ン＝フ ラ ン ソ ワ ・ミレー は パ ンテ オ ンの

大壁 画 装飾 を国か ら依 頼 され てい た。 同 じ1866年

のサ ロ ンにモ ネ もフ ォ ンテ ーヌ ブ ロー の森 を描 い

た作 品 を 出品 して い る。若 手 の画 家 た ち に とって

バ ル ビゾ ン派 の作 品 は 「手 本 」 の ひ とつ にな って

いた ので あ ろ う。

バ ル ビ ゾ ン派 か らの 影響 を強 く感 じさせ る シス

レーの 《森 へ行 く女た ち》 は、1926（ 大正15） 年 に

日仏芸術社 主催 の 「第五 回仏蘭西現 代美術 展」に 「村

の道(La　 route　du　village)」とい うタイ トルで 出品 さ

れた。 同年 に刊行 され た 『日本美術大 年鑑』 には、

洋 画家の前 田寛治 に よる展 覧会評 が掲載 され た。

「シス レー の 『村 の 道』 は外 光 派 時 代 以 前 の ミ

120 研究報告

レに似 た 時代 で 年代 を繰 る と二 十 六七 歳 の 頃の も

の で あ る。一 八 六六 年作 、 黒 い屋根 の街 と五 六 の

小 点影 人物 とで 出来 て いる」8)。

前 田は、 シス レー の作 品 に ミレーか らの影響 を

感 じ取 っ た。興 味 深 い こ とに、 この展 覧会 には ジ

ヤン＝フ ラ ンソワ ・ミ レーの 《牛》 と題 され たパ ス

テ ル画 が 出品 されて い た。実 際 に ミレーの 作 品が

展 示 され てい た こ と も、 シ ス レーへ の影 響 関係 が

指 摘 され る よ うにな った 理 由の ひ とつ だ ろ う。 こ

の ミレーの パ ス テル画 は、現 在 ブ リヂ ス トン美 術

館 が所 蔵 してい る ミレー の油彩 画 《乳 しぼ りの女》

(fig.3、1854-60年)と 同主 題で 、背景 の みが異 な

って いる(パ ス テル画 は現 在所在 不 明)。 明治 以降

日本 に紹 介 された ミ レー は、敬 虔 な農民 の姿 を描

いた こ とや 、 ロマ ン ・ロラ ン に よる伝記 で の 「額

に汗 して働 く」 画家 の イ メ ージが 流布 した こと に

よ り、啓 蒙 的 な画家 か つ作 品 と して受 け入 れ てい

だ9)。そ して この ことは、 日本 でシス レー の初期 作

品が受 け入 れ られる下 地 をつ くった と考 え られ る。

fig.3

ジ ャ ン＝フ ラ ン ソ ワ ・ミ レ ー 《乳 しぼ りの 女 》1854-60年 、

石 橋 財 団 ブ リヂ ス ト ン美 術 館
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